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富    山    市 

第７回 富山駅周辺整備事業推進協議会 

富山駅交通広場の計画検討について 
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１． これまでのながれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
１
８
年
度 

①富山駅前広場の交通計画の基本方向 

②駅前広場の交通計画上の主な検討課題 

①交通広場の交通機能の整理 

・現況の課題の整理と各交通広場における導入機能の整理 

②交通広場のロータリー部レイアウトの検討（１） 

交通広場等の計画を含む全体的な基本計画の策定 

平
成
１
９
年
度 

①交通広場の機能の検討 

②富山駅前広場のデザイン方針 

③交通広場のロータリー部レイアウトの検討（２） 

・南口、北口、西口のレイアウト提示 

①南口交通広場のロータリー部レイアウトの検討（３） 

・バス、タクシーの集約案と分離案の見直し案の提示 

②環境空間の考え方 

 ・歩行者動線、待ち合わせ空間の整理 

・駅の魅力を高める機能の整理  

第３回富山駅周辺整備事業推進協議会（H19.12.19） 

 
平
成
２
０
年
度
〜
２
１
年
度 

①交通結節機能の検討 

 ・南口広場案（修正案）の提示 

 ・タクシー遠隔地配車システムについて 

②駅前広場の環境デザインの検討  

・まちなか広場としての機能と利用イメージの検討 

 ・景観について、シェルターの考え方、植栽の考え方 

・環境負荷を低減させるための事例 

①駅前広場の交通結節機能の検討 

②シェルターの機能に関する検討 

③南口広場整備の工事展開と南口仮広場について 

④環境負荷に配慮した導入技術 

※以降の検討課題･･･駅舎設計を受けたシェルター等のデザイン展開／ＬＲＴ軌道との境界部の処理／サイン計画 

第５回富山駅周辺整備事業推進協議会（H20.06.24） 

第７回富山駅周辺整備事業推進協議会（H22. 11.12） 

第６回富山駅周辺整備事業推進協議会（H21.04.17） 

平
成
２
２
年
度 

（環境デザインの方針と 
    空間構成、導入機能） 
 

（環境デザインの方針の具体化 
   ⇒シェルターの設置方針） 

①デザインについての協議会での検討の過去の流れと今後の予定 

②駅舎デザイン案に対して、基本方針の確認、今後調整すべき内 

 容とその方向性（わかりやすさ、賑わいの演出、富山らしさ） 

富山駅周辺整備協議会（平成15-16年度） 

第１回富山駅周辺整備事業推進協議会（H18.10.25） 

第２回富山駅周辺整備事業推進協議会（H19.02.20） 

第４回富山駅周辺整備事業推進協議会（H20.03.14） 
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２．デザイン指針（富山駅周辺景観デザイン検討委員会報告書より抜粋） 
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◇基本理念、景観形成の基本目標と景観整備の基本的方向等（富山駅周辺景観デザイン検討委員会報告書より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 

自然・文化・未来がひびきあう、明るく開放的な交流拠点 
～１００年後に伝える富山の顔づくり～ 

景観形成の基本目標と景観整備の基本的方向

（１）賑わいと交流を演出する景観形成 
  - まちの拠点としての賑わいある「交流空間」づくり - 

①使いやすく快適な空間構成 
②明るく開放感あふれる駅空間 
③新たな交通システムによる出会い創出 

（２）富山の自然・文化・伝統・産業を印象づける景観形成 
  - 富山らしさあふれる「もてなし空間」づくり - 

①雄大で美しい立山連峰など富山の自然の活用 
②富山に育まれてきた文化、伝統、産業等のイメージの表現 
③ものづくりの技術をいかした先端技術等の発信・活用 

（３）富山のまちのシンボルとなる景観形成 
  - 駅舎を核とした「シンボル空間」づくり - 

①未来に向けたランドマークとなる駅舎 
②駅舎と駅前広場の一体感あるシンボル空間 
③周辺市街地や駅近傍の豊かな水辺環境と連携・融合した美しい都市景観 

□富山駅周辺景観デザインに関するアンケート結果 

富山駅利用者等を対象に、平成19 年３月～５月にかけて景観デザインに関するアンケートを実施したところ、主な回

答は以下のとおりでした。 

（駅周辺やシンポジウム等で配布・回答数948） 

 

・駅に望むことは、「公共交通の乗換えが便利」、「雨や雪に濡れずに移動できる」、 「駅前市街地の街並みが魅力的」 

・富山駅周辺地区の景観に考慮すべきことは、「活力や未来」、「自然環境」、「観光や産業」 

・新たな富山駅の駅舎デザインは、「明るく開放的」、「親しみやすい」、「落ち着いた」 

そのほか参考にした富山駅周辺整備に関するアンケート等 

・市民アンケート(H15) 

  ⇒｢賑わい｣､｢美しく調和した街並み｣ 

・富山商工会議所アンケート(H15) 

  ⇒｢立山など｣､｢近代的｣､｢風土･伝統｣ 

・富山経済同友会提言(H16) 

  ⇒｢富山の玄関口｣､｢富山らしさを持つ駅舎｣ 

｢富山駅周辺景観デザイン シンポジウム｣の様子
（平成19 年4 月22 日）

・多くの人びとの交流
・北陸の気候風土に適応 
・開放的な空間（駅舎等） 
・富山の産業の活用 
（例：アルミ、ガラス等） 

□望ましい駅周辺の機能・景観 

賑わいある魅力的な富山の玄関口 

立山連峰を望む観光拠点 

個性的な富山の顔づくり 高度に進化した交通拠点 

明るく開放的な交流空間 

・多くの人びとの交流
・多種多様なアクティビティ 
・多様な情報発信 
・富山の様々な魅力との出逢い 

・富山独特の景観や環境（例：立山連峰、豊かな水辺環境等）
・富山の文化、伝統（例：立山信仰、おわら等） 
・先端技術産業（例：バイオ、ロボット等） 
・未来に向けたまちのシンボル 

・最新型車両（北陸新幹線・LRT）
・交通結節性（乗換え利便性） 
・わかりやすく便利な駅構造 

・雄大な眺望
・県内観光地への玄関口 
・来訪者へのもてなし 
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◇デザイン指針（富山駅周辺景観デザイン検討委員会報告書より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 富山らしさを感じる駅とする 

ガラスファサード（外壁）を設け、支柱などの主部材を白色系とする

ことで、富山らしさを演出するとともに、立山に代表される富山の風

景を感じられる駅とする 

２ 一体的な空間をもつ駅とする 

新幹線と在来線の間に仕切り壁を設けず、屋根を大きなトップライト

（天窓）でつなぐことによって一体的な空間をもつ駅とする 

３ 明るく開放的な駅とする 

ガラスファサードを設け、高い屋根にトップライトを多数配置するこ

とによって明るく開放的な駅とする 

４ 眺望の良さを確保した駅とする 

屋根の支柱をできるだけ少なくし、ガラスファサードを設けることで、

駅周辺から列車の発着がよく見えるとともに、ホームから駅周辺への

眺望の良さを確保した駅とする 

 

５ 快適で心地よい駅とする 

富山の気候を考慮し、外気を活用・制御することで、年間を通じて快

適で心地よい駅とする 

６ 人びとが集い賑わう広場等とする 

ゆとりある開放的な空間において様々なイベントが行われ、富岩運河

環水公園や周辺街区との連携などにより、常に人びとが集い賑わう駅

前広場及び高架下・自由通路とする 

７ 富山の四季や自然を感じられる広場とする 

風や光、空、自然、風景を採りこみ、それらを通じて富山の四季を感

じられる開放的な駅前広場および高架下・自由通路とする 

８ ＬＲＴを活かした広場等とする 

歩行者の安全に配慮しながら、広場と一体となった軌道空間とし、Ｌ

ＲＴをシンボルとした駅前広場および高架下・自由通路とする 
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３．駅前広場の基本方針（第５回、第６回協議会資料より抜粋） 

◇富山駅周辺整備の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇富山駅の交通広場整備方針 

 

 

 

 

 

 

従来の駅前広場 

○ 「広場」という名前がついているものの、交通機能に特化し、広場面積の大部分をバス、タクシー、自動車いった車両スペースが占めていた 
 
 

富山駅の交通広場（交通結節機能＋まちなか広場機能） 

○ 交通結節点として人が集まる特性を活かし、「まちなか広場」機能を加える 
○ バス、タクシ－などの交通機能は東側にコンパクトに配置し、西側半分はLRT軌道を中心とした 「まちなか広場」 として確保 

 県都富山の新たな顔をつくる 

○ 富山の歴史や自然を活かした駅舎及び駅前広場のデザイン 
○ 土地利用・建物・屋外広告物の規制誘導による良好な景観形成 
○ 駅を中心とする南北軸を活かした景観軸の形成 
○ 環境負荷低減に配慮した駅周辺整備の実現 

 多彩な公共交通を快適につなぐ 

○ 鉄軌道・バス・タクシー等がコンパクトにつながる交通結節点の整備 
○ 駅南北の一体化・南北軸の強化 
○ ユニバーサルデザインによる安全で快適な駅・駅前広場の整備 

 都市拠点としての機能をそなえる 

○ 広域商業機能の強化 
○ 文化交流機能の充実 
○ 業務機能のさらなる集積 

【まちなかの広場】 

○都市の中心に位置する多目的な空間 

○「集い」「憩い」「賑わい」「交流」などの機能 
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コンパクトシティの中心として公共交通の快適な乗換を支える 

① わかりやすく、乗換え距離の短い空間構成 
② 雨や雪にぬれず移動できる空間 

 

新幹線開業のインパクトを受け止め、富山・立山観光の拠点となる 

③ 観光やまちなかの魅力を伝える仕掛けがある空間 
④ にぎわいと交流が生まれる仕掛けがある空間 

 

「富山の顔」となる空間 

⑤ ブールバールやセントラム・ポートラムなど今まで富山が進めてきた 
「新たな富山の魅力」の結節点であることを生かした空間 

⑥ 駅舎を引き立てる空間構成と、富山らしい素材  

⑦ 環境負荷低減に配慮した空間構成や施設 
 

駅と連携し、富山の良さを伝える富山駅前広場 

駅と、駅を貫く南北・東西自由通路、３つの駅前広場が連携し、富山の顔となる空間づくり 

富山の発展の礎 

（岡山駅） 

待ち合わせ空間 
イベントや広告などで賑わいを演出 

（羽田空港 国際ターミナル） 

わかりやすい空間構成 

（金沢駅）

雨や雪にぬれず移動できる空間 

環境負荷低減に配慮した保水性レンガや太陽電池 ブールバール（北口）との連続性 雪吊りが出来る樹木
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４．駅前広場の空間イメージと駅舎デザインとの調整内容と方向性  （わかりやすさ、賑わいの演出、富山らしさ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇快適な乗換を支えるシェルター 

◇新幹線の車窓やホームから駅前広場が見

える構造や素材 

 

→駅舎設計と今後、調整 

◇南北自由通路を明示する庇の高さやデ

ザイン 

◇駅舎デザインと呼応する南北自由通路

の扉のデザイン 

 

→高架下デザインと調整 

◇南北街区とあわせた舗装材 

◇環境に配慮した舗装材 

 （自然石と保水性レンガ） 

 

→南北自由通路の舗装に合わせた舗装パターン

の調整 

◇広場を縁取る高木植栽 

◇雪吊やイルミネーションが映え、 

 冬の南風をさえぎる常緑樹 

◇駅舎への見通しを妨げない位置 

◇高木の足元に、待ち合わせに使えるベンチ 

◇南北の広場と南北自由通路を貫く舗装

パターン 

◇南北自由通路と連携した、にぎわい演

出の装置・しかけづくり  

→今後、高架下デザインと調整 

◇駅舎やＬＲＴを際立たせる広々とした空

間構成と素材 

 

※開発可能街区は、イメージです。 


